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はじめてのハッピーバースデイ
平成23年１月に生まれた満１歳のお友だちです。

●上平羚
れ お ん

央ちゃん
Ｈ23.1.18

（茂市・男の子）
早くお姉ちゃんに負け
ないように大きく育っ
てね。早くたっちがで
きるようになりますよ
うに。

●佐藤継
けいしん

心ちゃん
Ｈ23.1.13
（サンモール・男の子）
心を継ぐ人になってね。
たくさんの人と出会っ
てね。歩き始めた継ちゃ
んをみんなで見守って
いきますよ。

　

１
月
４
日
、
平
成
24
年
田
子
町
消

防
団
出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
町

内
９
つ
の
分
団
員
約
２
０
０
名
は
、

タ
プ
コ
ピ
ア
ン
プ
ラ
ザ
駐
車
場
に
集

合
整
列
し
、
町
長
職
務
代
理
者
の
中

村
見
俊
町
総
務
課
長
か
ら
服
装
や
装

備
の
観
閲
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の

後
、
サ
ン
モ
ー
ル
田
子
商
店
街
入
口

ま
で
、
ま
と
い
振
り
と
士
気
の
高
い

分
列
行
進
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
中
央
公
民
館
で
式
典
が
行

わ
れ
、
功
績
の
あ
っ
た
個
人
・
優
良

分
団
へ
の
表
彰
が
あ
り
ま
し
た
（
３

ペ
ー
ジ
参
照
）。
三
戸
消
防
署
の
西

塚
正
義
署
長
は
講
評
で
「
ま
と
い
振

り
は
勇
壮
優
美
で
あ
り
、
分
列
行
進

で
は
威
風
堂
々
の
行
進
で
気
迫
に
あ

ふ
れ
て
い
ま
し
た
」
と
述
べ
ま
し

た
。

威風堂々とした分列行進

息の合ったまとい振り
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こ
の
た
び
、

三
戸
消
防
署
に

勤
務
す
る
千
葉

雅
俊
消
防
士
長

（
清
水
頭
出
身
・

34
歳
）
が
、
国

外
の
大
災
害
発

生
時
に
現
地
で

機
敏
な
救
助
活

動
を
行
う
国
際

消
防
救
助
隊
員
に
、
多
数
の
志
願
者
の
中
か
ら

選
任
さ
れ
ま
し
た
。
千
葉
消
防
士
長
は
、「
国
際

消
防
救
助
隊
員
と
し
て
の
派
遣
先
は
海
外
な
の

で
、
間
違
い
な
く
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
が
な

い
災
害
現
場
へ
行
く
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
現
場
で
も
、
き
ち
ん
と
任
務
を
遂

行
で
き
る
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
培
い
、
鍛
錬
し

て
き
た
救
助
技
術
に
加
え
、
海
外
で
実
践
さ
れ

て
い
る
救
助
技
術
も
多
く
習
得
し
、
海
外
派
遣

に
備
え
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
回

登
録
さ
れ
た
隊
員
が
協
力
・
連
携
し
て
救
助
技

術
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
、
地
域
住
民
の
期

待
に
応
え
、
安
心
を
与

え
ら
れ
る
よ
う
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
抱
負
を
述
べ
ま

し
た
。

国
外
の
大
災
害
に
備
え
、

国
際
消
防
救
助
隊
員
に

任
命

地
域
の
防
災
意
識
を
新
た
に

平
成
24
年
田
子
町
消
防
団
出
初
式



2今月の話題

田
子
町
長 

及
び

町
議
会
議
員
補
欠
選
挙

平成24年１月15日執行　町長選挙及び町議会議員補欠選挙

投票区
投票有権者数 投票者数 棄権者数 投票率（％）

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

1 下田子生活館 114 125 239 71 84 155 43 41 84 62.28 67.20 64.85

2 田子町中央公民館 749 860 1,609 461 536 997 288 324 612 61.55 62.33 61.96

3 ガーリックセンター 634 696 1,330 424 462 886 210 234 444 66.88 66.38 66.62

4 清水頭地区総合研修センター 210 235 445 147 156 303 63 79 142 70.00 66.38 68.09

5 相米へき地保健福祉館 113 119 232 79 83 162 34 36 70 69.91 69.75 69.83

6 都市農村交流センター 244 259 503 147 157 304 97 102 199 60.25 60.62 60.44

7 石亀地区研修センター 211 217 428 143 153 296 68 64 132 67.77 70.51 69.16

8 上郷公民館 86 94 180 60 71 131 26 23 49 69.77 75.53 72.78

9 関地区集落センター 105 111 216 65 73 138 40 38 78 61.90 65.77 63.89

10 夏坂へき地保健福祉館 37 37 74 27 25 52 10 12 22 72.97 67.57 70.27

11 遠瀬生活館 83 90 173 54 58 112 29 32 61 65.06 64.44 64.74

12 新田地区活性化センター 52 55 107 38 35 73 14 20 34 73.08 63.64 68.22

期日前投票 140 162 302 -140 -162 -302

合　　　　　計 2,638 2,898 5,536 1,856 2,055 3,911 782 843 1,625 70.36 70.91 70.65

　

前
町
長
の
退
職
に
よ
る
田
子

町
長
選
挙
は
、
１
月
10
日
に
告

示
さ
れ
新
人
２
名
が
立
候
補
し
、

町
議
会
議
員
の
欠
員
に
よ
る
補

欠
選
挙
に
は
、
新
人
２
名
が
立

候
補
し
ま
し
た
。
投
票
は
15
日

の
午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時
ま

で
町
内
12
カ
所
で
行
わ
れ
、
午

後
９
時
か
ら
中
央
公
民
館
で
即

日
開
票
し
た
結
果
、
新
町
長
に

山
本
晴
美
氏
（
47
）、
町
議
会

議
員
に
澤
口
博
二
氏
（
56
）
が

当
選
し
ま
し
た
。翌
16
日
に
は
、

田
子
町
選
挙
管
理
委
員
会
（
岩

間
正
一
郎
委
員
長
）
か
ら
、
当

選
証
書
が
付
与
さ
れ
ま
し
た
。

投
票
率
は
70
・
65
％

　

当
日
の
有
権
者
数
は
５
５
３

６
人
、
う
ち
投
票
者
総
数
は
３

９
１
１
人
、
投
票
率
は
70
・
65

％
で
、
平
成
21
年
町
長
選
挙
に

比
べ
３
・
13
ポ
イ
ン
ト
下
回
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
期
日
前
・
不
在
者
投

票
制
度
を
利
用
し
た
方
は
３
０

２
人
で
、
当
日
有
権
者
の
５
・

46
％
に
相
当
し
ま
す
。

　

投
票
所
別
の
投
票
率
は
、
第

８
投
票
所
が
72
・
78
％
と
最
も

高
く
、
次
い
で
第
10
投
票
所
が

70
・
27
％
と
い
う
結
果
で
し
た
。

　

な
お
、
新
町
長
の
任
期
は
平

成
24
年
１
月
15
日
か
ら
平
成
28

年
１
月
14
日
ま
で
で
す
。

当選証書を付与される山本晴美町長

当選証書を付与される澤口博二議員

即日開票の様子

●町長選挙開票結果（敬称略、得票順）

当選 得票総数 候補者氏名 職業

当選   1,952 山本　晴美 農業

  1,880 小笠原　明 獣医師

●町議会議員補欠選挙開票結果（敬称略、得票順）

当選 得票総数 候補者氏名 職業

当選  2,017 澤口　博二 会社員

 1,588 松橋　　均 会社役員



　
3 トピックス

平
成
23
年
度
三
戸
地
区
赤
十
字

奉
仕
団
活
動
研
究
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
赤
十
字
奉

習
テ
ー
マ
に
分
か
れ
て
話
し
合

い
、
赤
十
字
の
活
動
に
つ
い
て

考
え
を
深
め
ま
し
た
。

見
聞
を
広
め
ま
し
た
～
田

子
中
海
外
派
遣
研
修
報
告

会
～

　

12
月
15
日
、
町
ガ
ー
リ
ッ
ク

セ
ン
タ
ー
で
田
子
中
学
校
の
２

年
生
10
名
が
、
中
学
生
海
外
派

遣
事
業
で
ア
メ
リ
カ
の
姉
妹
都

市
ギ
ル
ロ
イ
市
を
訪
問
し
た
体

験
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

生
徒
ら
は
、
10
月
26
日
か
ら

11
月
２
日
ま
で
滞
在
し
た
ギ
ル

ロ
イ
市
で
の
出
来
事
や
感
想
な

ど
を
、
撮
影
し
て
き
た
画
像
を

見
せ
な
が
ら
紹
介
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
、「
今
回
の
派
遣

で
得
た
経
験
を
、
こ
れ
か
ら
の

い
ろ
い
ろ
な
生
活
に
役
立
て
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
当

に
貴
重
な
経
験
を
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
保
護
者
や

関
係
者
ら
に
感
謝
の
言
葉
を
述

べ
ま
し
た
。

三
戸
地
区
赤
十
字
奉
仕
団

活
動
研
究
会

　

12
月
14
日
、
中
央
公
民
館
で

仕
団
活
動
の
充
実
と
進
展
を
目

的
と
し
て
日
本
赤
十
字
社
青
森

県
支
部
が
主
催
で
行
っ
て
お

り
、
約
１
７
０
名
の
関
係
者
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
青
森
県
支
部

指
導
講
師
の
小
田
川
修
三
さ
ん

に
よ
る
講
話
が
あ
り
、「
赤
十

字
の
活
動
は
無
理
な
く
・
楽
し

く
・
和
や
か
に
行
う
こ
と
が
大

切
だ
」
と
述
べ
、「
自
分
た
ち

が
今
で
き
る
こ
と
を
一
生
懸
命

に
や
る
こ
と
。
そ
れ
が
人
の
た

め
に
な
り
、世
の
中
を
良
く
し
、

自
分
に
返
っ
て
き
ま
す
」
と
締

め
く
く
り
ま
し
た
。

　

続
く
学
習
会
で
は
、「
赤
十

字
の
活
動
を
地
域
に
広
め
よ

う
」
を
主
題
と
し
、
３
つ
の
学

ト
ピ
ッ
ク
ス

活動研究会に集まった参加者

和やかな雰囲気で進められた講話

平成24年田子町消防団出初式

　出初式における表彰は次のとおりです。
（敬称略）

●町長表彰
「賞詞」
　第２分団　班長　千葉優治
　第４分団　班長　佐藤雅悦
　第１分団　団員　田沼博文
　第３分団　団員　内宮正光
　第５分団　団員　小笠原正仁
　第６分団　団員　村木啓人
　第７分団　団員　澤口慎也
　第８分団　団員　佐藤圭太
　第９分団　団員　佐野文子
●団長表彰

「感謝状」
平成23年退団者　元田子町消防団
　分団長　原　正明（33年６月）
　分団長　新田賢三（28年５月）
　部　長　田川博光（26年９月）
　部　長　小笠原利光（25年０月）
　班　長　櫻川　操（32年１月）
　班　長　小館　豊（15年４月）
　団　員　田川一博（８年０月）

「表彰状」
第５分団
三戸地区消防団連合観閲式玉落とし
競技小型ポンプの部３年連続優勝

「優良分団表彰」
第３分団　規律厳正平素の成績特に優秀

表彰を受ける分団員

ギルロイ市での出来事を紹介 研修の報告をする生徒



4トピックス

催
で
、
参
加
し
た
約
90
名
は
互

い
に
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
、
新

年
の
訪
れ
を
祝
い
ま
し
た
。
式

典
で
は
釜
淵
嘉
内
町
商
工
会
長

が
「
今
年
は
辰
年
で
す
。
竜
は

健
康
、
富
、
長
寿
を
い
た
だ
け

る
と
い
わ
れ
、
縁
起
の
良
い
年

で
す
。
田
子
町
が
昇
れ
る
竜
の

如
く
あ
ら
ん
こ
と
を
、
ま
た
町

民
に
良
い
年
で
あ
る
こ
と
を
祈

念
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
を
述

べ
ま
し
た
。

　

続
く
懇
談
会
で
は
、
田
子
町

商
工
会
む
ら
お
こ
し
総
合
活
性

化
事
業
に
よ
り
開
発
さ
れ
た
新

商
品
の
試
食
会
も
行
わ
れ
、
参

加
者
ら
は
た
っ
こ
に
ん
に
く
な

ど
を
使
っ
た
11
品
に
舌
鼓
を
打

ち
ま
し
た
。

馬
場
さ
ん
が
「
真
田
大
古

事
件
」
史
料
寄
贈

　

１
月
５
日
、
郷
土
史
研
究
家

で
あ
り
、
田
子
町
文
化
財
保
護

審
議
会
会
長
も
務
め
る
馬
場
清

さ
ん
（
79
歳
・
西
舘
野
）
が
、

長
年
の
研
究
主
題
と
し
て
き
た

「
真
田
大
古
事
件
」
の
関
係
史

料
46
点
を
町
立
図
書
館
に
寄
贈

し
ま
し
た
。

　
「
真
田
大
古
事
件
」と
は
、
明

治
10
年
、
関
の
真
田
大
古
（
当

時
31
歳
）
が
首
謀
者
と
な
り
、

東
北
地
方
で
同
士
を
集
め
て
藩

閥
政
府
を
打
倒
し
よ
う
と
し
た

事
件
で
す
。
警
察
に
情
報
が
漏

れ
て
未
遂
に
終
わ
り
ま
し
た

が
、
そ
の
目
的
、
ス
ケ
ー
ル
の

大
き
さ
か
ら
世
間
を
驚
か
せ
ま

し
た
。

　

今
回
寄
贈
さ
れ
た
史
料
の
中

に
は
、
大
古
自
筆
の
「
真
田
日

記
」、
弘
前
裁
判
所
で
取
り
調

べ
を
受
け
た
関
係
者
全
員
の
口

供
書
、
現
二
戸
市
の
下
斗
米
与

八
郎
が
ス
パ
イ
と
し
て
毛
馬
内

の
真
田
一
味
に
潜
入
し
て
収
集

し
た
情
報
の
報
告
書
、
大
学
教

授
等
の
論
文
等
、
貴
重
な
史
料

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
馬
場
さ

ん
は
、「
こ
れ
ら
の
史
料
に
触

れ
て
、
田
子
町
出
身
の
真
田
大

が
訪
れ
ま
し
た
。
境
内
は
年
が

明
け
る
前
か
ら
新
年
の
訪
れ
を

心
待
ち
に
す
る
人
々
で
に
ぎ
わ

い
、
帰
省
し
た
友
人
ら
と
久
し

ぶ
り
の
再
会
を
喜
ぶ
姿
も
見
ら

れ
ま
し
た
。
参
拝
が
始
ま
る
と

拝
殿
に
は
長
蛇
の
列
が
つ
く
ら

れ
、
こ
れ
か
ら
の
１
年
が
良
い

年
で
あ
る
よ
う
祈
願
し
ま
し

た
。

新
た
な
年
に
希
望
を
抱
い

て
～
田
子
町
民
の
新
年
を

祝
う
会
～

　

１
月
５
日
、
平
成
24
年
田
子

町
民
の
新
年
を
祝
う
会
が
中
央

公
民
館
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
町
・
町
商
工
会
・

八
戸
農
協
田
子
支
店
に
よ
る
主

と
一
降
り
」を
祈
願
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
シ
ー
ズ
ン
中
ス
キ
ー

場
を
運
営
す
る
２
２
９
ス
キ
ー

ラ
ン
ド
を
愛
す
る
会
（
井
畑
博

明
会
長
）
が
毎
年
行
っ
て
い
る

も
の
で
す
。

　

ま
た
、
神
事
の
後
に
は
、
救

助
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
急

停
止
し
た
リ
フ
ト
に
乗
客
が
取

り
残
さ
れ
た
こ
と
を
想
定
し
、

従
業
員
ら
は
リ
フ
ト
へ
駆
け
寄

り
迅
速
に
指
示
を
出
し
、
救
助

器
具
を
設
置
し
て
乗
客
を
救
助

し
ま
し
た
。

新
年
へ
の
願
い
を
込
め
て

初
詣

　

１
月
１
日
、
田
子
上
ノ
平
の

八
坂
神
社
に
は
多
く
の
初
詣
客

創
遊
村
２
２
９
ス
キ
ー
ラ

ン
ド
安
全
祈
願
祭

　

12
月
17
日
、
創
遊
村
２
２
９

ス
キ
ー
ラ
ン
ド
で
安
全
祈
願
祭

が
行
わ
れ
、
関
係
者
ら
11
名
が

シ
ー
ズ
ン
中
の
無
事
故
と
「
あシーズン中の安全を祈願

青森県信用組合田子支店長による年頭の所感

初詣に訪れた参拝者

機敏な動きで行った救助訓練

目録を手渡す馬場さん



　
5 トピックス

安
全
協
会
田
子
支
部
（
宮
村
純

吉
支
部
長
）
が
、
耕
田
寺
の
春

祈
祷
に
合
わ
せ
て
交
通
安
全
普

及
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
同
協
会
が
毎

年
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
春
祈

祷
に
訪
れ
た
方
々
に
蛍
光
帯
を

配
り
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。

平
成
23
年
警
察
協
力
者
感

謝
状
贈
呈
式

　

１
月
13
日
、
三
戸
町
住
谷
野

で
平
成
23
年
警
察
協
力
者
感
謝

状
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
感
謝
状

と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

三
戸
警
察
署
長
の
木
村
昭
人
警

視
は
式
辞
で
「
全
国
ブ
ラ
ン
ド

の
農
作
物
の
盗
難
を
最
小
限
に

抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

皆
様
に
は
敬
意
と
感
謝
を
表
し

ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

町
内
の
表
彰
団
体
・
表
彰
者

は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
警
察
協
力
者
感
謝
状

◎
団
体

▽
三
戸
地
区
交
通
指
導
隊
田
子

支
隊
（
萩
原
則
好
支
隊
長
）

▽
田
子
・
上
郷
駐
在
所
連
絡
協

議
会
（
山
本
泰
造
会
長
）

▽
田
子
町
消
防
団
（
山
本
博
隆

団
長
）

◎
個
人

三
戸
地
区
交
通
指
導
隊
田
子
支

隊
副
支
隊
長　

穂
積
倉
二

夜
道
に
お
気
を
つ
け
く
だ

さ
い
～
交
通
安
全
普
及
活

動
～

　

１
月
10
日
、
三
戸
地
区
交
通

れ
、
図
書
カ
ー
ド
３
万
円
分
を

町
に
寄
贈
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、

同
会
の
地
域
社
会
貢
献
事
業
に

よ
る
も
の
で
、
図
書
館
の
図
書

充
実
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

古
と
い
う
人
物
の
生
き
ざ
ま
に

思
い
を
巡
ら
せ
て
ほ
し
い
」
と

述
べ
ま
し
た
。

　

寄
贈
さ
れ
た
史
料
は
、
図
書

館
受
付
に
申
し
出
れ
ば
館
内
限

定
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
事
件
の
話
を
詳
し
く
聞
き

た
い
と
い
う
方
々
の
希
望
が
あ

れ
ば
、
ご
相
談
に
応
じ
る
と
の

こ
と
で
す
。

八
戸
法
人
会
三
戸
支
部
が

図
書
カ
ー
ド
寄
贈

　

１
月
６
日
、
社
団
法
人
八
戸

法
人
会
三
戸
支
部
（
松
尾
彰
平

支
部
長
）
副
支
部
長
の
松
橋
寛

二
郎
さ
ん
が
役
場
公
室
を
訪

町内保育園でおゆうぎ発表会
　12月中旬、町内各保育園のおゆうぎ発表会が行
われました。
　10日には上郷保育園で行われ、はと組の「クン
フーレディー」では元気よくかけ声をかけながら
踊り、つばめ組の「白雲の城」では扇子を上手に
使って舞い、ホールいっぱいに詰めかけた保護者
らの前で元気に劇やお遊戯を披露しました。
　また、17日にはタプコピアンプラザホールで田
子保育園の発表会が行われ、すみれ組の「銭形平
次」や「高校３年生」では、職員も一緒に出演し
て盛り上げました。園児全員による歌「空より高
く」では、浪岡幸子園長から「歌詞に大きな意味
のある曲で、これから田子保育園でも歌っていき
たい」と説明があり、園児らは大きな歌声を保護
者らの胸に響かせました。

たんぽぽ組の「おおかみとしちひきのこやぎ」（田子）

みんなで元気に歌った「マル・マル・モリ・モリ」（上郷）

図書カードを手渡す松橋副支部長（左）

蛍光帯を手渡す支部役員

表彰を受ける萩原支隊長



6公民館情報

公
民
館
情
報

■
行
事
等
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
田
子
町
中
央
公
民
館
（
☎

20
‐
７
０
７
０
）
ま
た
は
上
郷
公
民
館
（
☎
33
‐
１
８
１
１
）
ま
で

お
願
い
し
ま
す
。

出
し
ま
し
た
。
式
典

で
は
、
公
民
館
副
館

長
か
ら
お
祝
い
の
こ

と
ば
、
町
長
職
務
代

理
者
、
議
会
議
長
か

ら
激
励
の
こ
と
ば
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
最
後
に
新

成
人
を
代
表
し
、
嶋

澤
直
人
さ
ん
が
お
礼

の
こ
と
ば
と
し
て

「
今
日
か
ら
は
、
一

人
の
大
人
と
し
て
、

自
分
の
夢
や
希
望
に

向
か
っ
て
力
強
く
一

歩
を
踏
み
出
し
て
い

き
た
い
。
社
会
に
対

し
て
責
任
を
持
て
る
成
人
に
な

る
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
決
意

を
述
べ
ま
し
た
。

　

新
成
人
は
来
賓
や
恩
師
ら
と

記
念
撮
影
を
し
、
そ
の
後
、
実

行
委
員
会
主
催
の
祝
賀
パ
ー
テ

ィ
ー
を
催
し
、
恩
師
や
友
人
と

の
再
会
を
喜
び
、
近
況
等
を
語

り
な
が
ら
和
や
か
な
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。

成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す

　

１
月
８
日
、
平
成
24
年
田
子

町
成
人
式
が
中
央
公
民
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
艶
や
か
な
振
り
袖

や
袴
、
真
新
し
い
ス
ー
ツ
に
身

を
包
ん
だ
新
成
人
た
ち
が
は
つ

ら
つ
と
し
た
姿
で
式
に
臨
み
、

大
人
と
し
て
の
第
一
歩
を
踏
み

国家を斉唱する新成人

新
春
書
き
初
め
大
会
開
催

　

１
月
11
日
、
新
春
書
き
初
め
大
会
が
中
央
公

民
館
で
開
催
さ
れ
、
今
年
は
小
中
学
生
20
名
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
講
師
の
米
田
巧
先
生
か

ら
筆
使
い
に
つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て

書
き
初
め
、
最
後
に
「
例
年
よ
り
作
品
は
少
な

か
っ
た
が
み
ん
な
で
一
生
懸
命
書
い
た
。
む
ず

か
し
い
こ
と
を
一
生
懸
命
や
り
、
嫌
な
こ
と
に

も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
来
年
は

た
く
さ
ん
の
お
友
達
を
誘
っ
て
筆
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
ほ
し
い
」と
講
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
全
作
品
は
、
１
月
い
っ
ぱ
い
中
央

公
民
館
に
展
示
し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
町
長
賞

　

日
向
琉
月
（
田
子
小
２
）

　

新
井
田
実
穂
（
田
子
小
４
）

▽
公
民
館
長
賞

　

新
井
田
香
穂
（
田
子
小
５
）

　

佐
藤
早
慧
子
（
田
子
中
２
）

▽
文
化
協
会
長
賞

　

さ
と
う
あ
き
と
（
田
子
小
１
）

　

加
藤
悠
未
（
田
子
小
５
）

▽
金
賞

　

や
ま
み
か
い
せ
い
（
田
子
小
１
）

　

山
美
奏
葉
（
田
子
小
４
）

　

加
藤
大
晴
（
田
子
小
５
）

　

幅
野
陽
香
（
田
子
小
５
）

▽
銀
賞

　

て
ん
ま
り
く
（
上
郷
小
１
）

　

す
え
ま
つ
る
る
（
田
子
小
２
）

　

谷
内
達
哉
（
田
子
小
３
）

　

小
林
未
来
（
田
子
中
１
）

▽
銅
賞

　

お
お
し
も
ゆ
う
と
（
上
郷
小
１
）

　

だ
い
ぼ
う
た
く
や
（
上
郷
小
１
）

　

お
か
ざ
き
じ
ゅ
り
（
田
子
小
２
）

　

谷
内
勝
哉
（
田
子
小
３
）

　

大
下
夏
希
（
上
郷
小
４
）

　

小
林
美
友
（
田
子
小
５
）

熱心に半紙に向かう参加者のみなさん



　
7 図書館情報

て
展
示
・
貸
出
し
ま
す
。
ど
う

ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
食
べ
て
ポ
カ
ポ
カ
お
い
し
い

あ
っ
た
め
レ
シ
ピ

○
鍋
奉
行
に
な
る

○
麹
の
レ
シ
ピ

○
食
べ
て
治
す
重
ね
煮
の
養
生

ス
ー
プ

○
暮
し
の
手
帖
の
評
判
料
理
／

冬
の
保
存
版

○
み
う
た
さ
ん
の
お
芋
の
菓
子

箱
○
卵
な
し
、
牛
乳
な
し
、
砂
糖

な
し
の
焼
き
菓
子

○
飛
田
和
緒
の
甘
く
な
い
お
や

つ
○
豆
乳
で
お
い
し
い
ス
イ
ー
ツ

読
書
マ
ラ
ソ
ン
終
了

　

小
学
生
以
下
の
子
ど
も
た
ち

を
対
象
に
し
た
、
期
間
内
に
何

冊
の
本
が
読
め
る
か
挑
戦
す
る

「
読
書
マ
ラ
ソ
ン
」
が
終
了
し

ま
し
た
。
今
回
の
参
加
者
は
33

名
。
１
等
賞
（
８
日
間

で
40
冊
読
破
）
は
次
の

み
な
さ
ん
で
す
。
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

▽
１
等
賞

岡
崎
寿
麗
、
岡
崎
紀
親
、

佐
藤
昭
斗
、
佐
藤
斗
和

子
、
稲
村
禮
、
森
崎
祐

世
、
森
崎
祐
加
、
新
井

田
香
穂
、
新
井
田
実
穂
、

大
矢
優
佳
、
大
矢
千
歩
、

坂
本
陽

図
書
館
情
報

お
い
し
い
本
あ
り
ま
す
！

料
理
・
お
菓
子
作
り
の
本
特
集

料
理
・
お
菓
子
作
り
の
本

特
集

　

一
番
寒
い
こ
の
季
節
、
体
を

温
め
る
お
い
し
い
料
理
や
み
ん

な
が
喜
ぶ
お
菓
子
を
作
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。
図
書
館
で
は
料

理
・
お
菓
子
作
り
の
本
を
集
め

●歴史
▽聯合艦隊司令長官山本五十六／

半藤一利／210ハ
●社会
▽親が70歳になったら知ってお

きたい80のこと／宮崎牧子／
367ミ

●家政・料理
▽有元葉子うちのおつけもの／

596ア
▽ケンタロウのないならないであ

ったらあったで／596ケ
▽じゃがいも、玉ねぎ、にんじん

さえあれば！／荻野恭子／596
オ

●写真、音楽、スポーツ
▽好奇心ガール、いま97歳／現

役写真家が語るしあわせな長生
きのヒント／笹本恒子／740サ

▽小澤征爾さんと、音楽について
話をする／小澤征爾、村上春樹
／760オ

▽夢をかなえる。／澤穂希／783
サ

●時代小説
▽平清盛１／青木邦子／913ア
▽春告げ坂／安住洋子／913ア
▽私闘なり、敵討ちにあらず／八

州廻り桑山十兵衛／佐藤雅美／
913サ

▽さむらい／鳥羽亮／913ト

▽草原の風／中巻／宮城谷昌光／
913ミ

▽赤絵そうめん／とびきり屋見立
て帖／山本一力／913ヤ

●ミステリー
▽幽霊注意報／赤川次郎／913ア
▽ホテル・ピーベリー／近藤史恵

／913コ
▽十津川警部日本縦断長篇ベスト

選集13 ／西村京太郎／913ニ
▽東京ミステリー／西村京太郎／

913ニ
▽帰らざる街、小樽よ／西村京太

郎／913ニ
●そのほかの小説など
▽夢違／恩田陸／913オ
▽マザーズ／金原ひとみ／913カ
▽限界集落株式会社／黒野伸一／

913ク
▽放蕩記／村山由佳／913ム
▽ジェントルマン／山田詠美／

913ヤ
▽名のないシシャ／山田悠介／

913ヤ
▽スウィート・ヒアアフター／よ

しもとばなな／913ヨ
●エッセイ
▽これでおしまい／我が老後／佐

藤愛子／914サ
▽徒然草ＲＥＭＩＸ／酒井順子／

914サ
▽ネオカル日和／辻村深月／914

ツ
●コミックエッセイ
▽山とそば／ほしよりこ／291ホ

図
書
館
お
や
す
み
カ
レ
ン
ダ
ー

▼
色
の
濃
い
日
が
休
館
日
で
す
。

図
書
館
の
開
館
時
間

　

水
〜
土 

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

　

日
曜
日 

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

図
書
館
休
館
日

毎
週
月
曜
日
・
火
曜
日
・
祝
日
・

第
４
木
曜
日
（
館
内
整
理
日
）

　

田
子
町
立
図
書
館☎

20
‐
７
２
２
１

２
月
の
図
書
館
行
事

▼
２
／
１
（
水
）
午
前
10
時

赤
ち
ゃ
ん
絵
本
の
紹
介
／
せ
せ
ら

ぎ
の
郷

▼
２
／
25
（
土
）
午
前
10
時
30
分

本
の
読
み
き
か
せ
と
と
し
ょ
か
ん

ク
ラ
ブ
「
め
び
な
・
お
び
な
」
の

折
り
紙

※
２
／
11
（
土
）
は
図
書
館
休
館
日
の
た

め
、
本
の
読
み
き
か
せ
と
と
し
ょ
か
ん
ク

ラ
ブ
は
お
休
み
で
す
。

本を読むのは楽しいよ〜田子町の読書家のみなさん



8お知らせ
問のマークは「お問い合わせ先」の意味です

会　場 月　日 曜日
対象行政区

午　前 午　後

中央公民館

（研修室）

2月10日 金 下田子・舞手 向山・衣更

2月13日 月 七日市 種子

2月14日 火 矢田郎 野月

2月15日 水 野々上 池振・野畦沢

2月16日 木 川向・椛山・袖平 川代・清水頭

2月17日 金 干草場・長坂 上野

2月20日 月 西舘野

2月21日 火 雀ケ平 野面・　ノ実

2月22日 水 飯豊 原

2月23日 木 【田子町全域】

上郷公民館

（研修室）

2月27日 月 道地・石亀・杉本

2月28日 火 茂市・道前・嘉沢

2月29日 水 山口・関上・関下

3月1日 木 夏坂・水亦・遠瀬

3月2日 金 新田 【田子町全域】

中央公民館

（研修室）

3月6日 火 宮野 細野

3月7日 水 明土平・上相米 根渡

3月8日 木 柴倉・上風張 風張・南風張

3月9日 金 北側・南側 中本町

3月12日 月 下本町 サンモール・塚ノ上ミ

3月13日 火

【田子町全域】3月14日 水

3月15日 木

日程及び受付会場は下記のとおりですので、ご協力お願いします。

午前受付  ８時45分～11時　  午後受付  １時～４時30分

《平成22年から 田子地区の申告受付会場が 役場庁舎 →  中央公民館 に変わっています》

　介護認定を受けている65歳以上の方で、身体の障害または認知症の状態が一定の基準に該当している方は、
障害者手帳等を持っていなくても、市町村長等の認定を受けた場合、認定を受けた本人及び認定を受けた人
を扶養している方が、所得税・個人住民税（町・県民税）において、「障害者控除」または「特別障害者控除」
を受けられます。

【認定対象者】
　障害者手帳等の交付を受けておらず、
介護認定を受けている65歳以上の方で、
認定基準を満たしている者

※認定基準
　12月下旬に配布されている行政連絡物

（チラシ）をご覧ください。

問保健福祉支援センター（せせらぎの郷）☎２０−７１００　　役場町民課税務グループ☎２０−７１１２

【受付場所】
　高齢者保健福祉支援センター
　（せせらぎの郷）

【持参するもの】
　①介護保険被保険者証
　②はんこ（シャチハタ不可）

【障害者控除額】　

区　　分 所得税 住民税

障害者 27万円 26万円

特別障害者 40万円 30万円

同居特別障害者 75万円 53万円

平成24年 所得申告相談受付のお知らせ

「障害者控除対象認定書」交付申請のお知らせ

◎農業・営業申告をされる方へ

　農業・営業収入のある方は、
「収支内訳書」等に記載するなど
して、収入・支出金額を自らが
把握したうえで申告会場にお越
しください。
　「収支内訳書」等を作成しない
で、申告会場に来られた際は、
会場内で作成していただいたう
えで、申告に臨んでいただきま
すので、ご了承ください。

◎給与・年金所得者のある方へ

　支払者から発行される「源泉
徴収票（原本）」を忘れずにご持
参ください。

◎その他

　詳細については、12月下旬に
配布されている行政連絡物（チ
ラシ）をご覧ください。

問役場町民課税務グループ
☎２０−７１１２
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後期高齢者医療　高額医療・高額介護
合算療養費　支給申請のお知らせ
▼支給対象者
　後期高齢者医療制度に加入している方で医療費と
介護サービス費の両方を負担している方が支給の対
象となります。世帯内に後期高齢者医療制度に加入
している方が複数いる場合は、世帯で合算します。
▼対象期間
　毎年８月１日から翌年７月31日までの１年間です。
▼支給額
　所得区分に応じ
て自己負担限度額
（表１）があり、
支払った自己負担
額が自己負担限度
額を超えた場合
に、超えた額が支
給されます。
▼支給申請
　支給を受けるに
は必ず申請が必要
となります。
　なお、支給の要件に該当すると思われる世帯には、
２月下旬に青森県後期高齢者医療広域連合から支給
申請のお知らせをお送りします。お知らせが届いた
方は担当窓口に申請してください。

　また、対象期間の途中に後期高齢者医療制度に加
入した方や転入してきた方等がいると、支給対象と
なる世帯でも、支給申請のお知らせが送られない場
合がありますので、対象になると思われる方は下記
までお問い合わせください。

問役場福祉課地域福祉グループ☎２０−７１１９

消防本部・八戸消防署の庁舎移転
　消防本部及び八戸消防署は、12月26日に新庁舎へ移
転しました。
　ただし、指令情報課にあたって
は、平成24年３月下旬まで、旧庁
舎で業務を行います。
▼新庁舎住所
　〒031-0011八戸市大字田向
　字松ヶ崎７−８
　（八戸市立市民病院近く）
※電話番号は、各部署とも変わりません。
問消防本部　管理課
　☎０１７８−４４−２１３２　ＦＡＸ０１７８−４４−１１９６

第５回たっこにんにくまつり
　４年に一度のうるう年の今年、にんにくの日「２月
29日＝２２９（にんにく）」にちなんだイベントを盛
大に開催します。
▼日時　２月26日（日）
　午前10時〜午後３時（予定）
▼会場
　農業者トレーニングセンター

　にんにく加工品や、にんにくを
使った料理がたくさん出店します。
ステージアトラクションも乞うご
期待！　詳しくは、後日町内全戸へ
配布されるチラシをご覧ください。

問役場経済課商工観光グループ☎２０−７１１４

「相続登記はお済みですか月間」
無料相談実施
　２月は「相続登記はお済みですか月間」です。相
続登記は期限が定められていないため、手続きが遅
れがちであるうえ、そのまま放置していたり忘れて
しまう人もいます。登記は早く確実に終わらせてお
くことが重要です。また、登記の手続きは個々の相
続によって違うので、専門家に相談するのが確実な
方法です。
▼相談内容　相続登記
▼相談期間
　２月１日～29日までの１カ月（土・日・祝日は除く）
▼相談場所　青森県内の各司法書士事務所
※相談にスムーズに対応するために、事前に各司法書
士事務所への予約をお勧めします。
▼費用　無料
問青森県司法書士会　　
　〒030-0861 青森市長島三丁目５番16号
　☎０１７−７７６−８３９８

表１　自己負担限度額

所 得 区 分 自己負担限度額

現役並み所得者 ６７万円

一 般 ５６万円

低 所 得 Ⅱ ３１万円

低 所 得 Ⅰ １９万円

◎低所得Ⅱ
　世帯員全員が住民税非課税の場合
◎低所得Ⅰ
　世帯全員が住民税非課税であり、世
　帯員全員の各所得が０円である場合

●申請に必要なもの
▽支給申請書
▽後期高齢者医療被保険者証
▽介護保険被保険者証
▽印鑑（認印）
▽通帳（または通帳のコピー）等口座情報

のわかるもの
※被保険者が亡くなられている場合は受領申立書の提

出が必要です。
※被保険者以外の方が申請または受領する場合は委任

状が必要です。
※重度心身障害者医療費の助成を受けている場合は、

市町村へ受領を委任する委任状が必要です。
※対象期間中に他の医療保険、介護保険に加入歴があ

り医療費、介護サービス費の負担がある場合は、そ
れらの保険の自己負担額証明書が必要です。

たっこ王子
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「求職者支援制度」について
　平成23年10月から「求職者支援制度」がスタートし
ています。
●雇用保険を受給できない求職者の方が、支援訓練に
よるスキルアップを通じて早期就職を目指すための
制度です。
●収入、資産などの一定条件を満たす方に、訓練期間
中「職業訓練受講給付金」を支給します。
問ハローワーク八戸
　☎０１７８−２２−８６０９　音声案内４２♯

レッツ・トーク！はちのへ2012
～考えよう未来のエネルギー～
▼日時　２月10日（金）午後１時30分～午後４時
▼場所　八戸グランドホテル２階グランドホール
▼内容　北野大氏講演、プラズマ等の実演・実験、放
射線利用技術商品の展示等
▼参加費　無料
▼申込み・問い合わせ先　県ITER（イーター）支援室　
　☎０１７−７３４−９７２５　ＦＡＸ０１７−７３４−８２１３

戦没者等のご遺族の皆様へ
第九回特別弔慰金の請求期限は平成24年４月２日です。
※請求期限を過ぎると、第九回特別弔慰金を受ける
権利がなくなりますので、お早めにご請求ください。
▼支給対象となる方
　戦没者等の死亡当時のご遺族で、平成17年４月１日
から平成21年３月31日までの間に恩給法による公務扶
助料や戦傷病者戦没者遺族等援護法による遺族年金
等を受ける方が亡くなるなどしたことにより、平成21
年４月１日において公務扶助料や遺族年金等を受け
る方がいない場合における、次の順番によるご遺族
お一人。
１．平成21年４月１日までに戦傷病者戦没者遺族等
援護法による、弔慰金の受給権を取得した方。
２．戦没者等の子
３．戦没者等との生計関係を有していた①父母②孫③
祖父母④兄弟姉妹（平成21年４月１日において遺
族以外の方と婚姻したことにより姓が変わってい
る方、または遺族以外の方と養子縁組している方
は除かれます）
４．上記３．以外の①父母②孫③祖父母④兄弟姉妹
５．上記１．から４．以外の３親等内の親族（戦没者
等の死亡時まで引き続き１年以上生計関係を有し
ていた方に限られます）

▼支給内容　額面24万、６年償還の記名国債
▼請求窓口・お問い合せ先
青森県健康福祉部健康福祉政策課保護・援護グループ
☎０１７−７３４−９２７８

全国一斉！　法務局休日相談所の開設
▼開催日　２月12日（日）
▼時間　午前10時～午後４時
▼場所　八戸市根城９−13−９
　青森地方法務局八戸支局　地下会議室
▼相談方法　面接方式
▼相談内容
　土地・建物の登記、土地の境
界争い、遺産相続、戸籍の取扱
い、家賃等の供託、借地・借家、
遺言、近所等のトラブル、セク
シャルハラスメント、子どもの
いじめや体罰問題など
▼相談担当者
司法書士、土地家屋調査士、人権擁護委員、法務
局職員

問青森地方法務局八戸支局総務課
　☎０１７８−２４−３３５１

必ずチェック最低賃金！ 使用者も、労働者も
●青森県特定（産業別）最低賃金改正のお知らせ

青森県特定（産業別）
最低賃金件名

改正内容 効力発生日
（平成23年）

改正前

時間額（円） 時間額（円）

鉄鋼業 ７７０

12月21日

７６７

電子部品・デバイス・
電子回路、電気機械
器具、情報通信機械
器具製造業

７０５ ７０２

各種商品小売業 ６９８ ６９５
自動車小売業 ７３６ ７３３
（参考）青森県最低賃金 ６４７ 10月16日 ６４５

※詳しくは、青森労働局ホームページからもご覧にな
れます。
（http://aomori-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/）
問青森労働局労働基準部賃金室
　☎０１７−７３４−４１１４　ＦＡＸ０１７−７３４−５８２１

無料人権相談所の開設
▼日時　２月14日（火）午前10時から正午まで
▼場所　役場第２会議室
▼相談内容
　家庭内のいざこざ、相続関係、戸籍関係、登記関
係、いじめ、借地・借家のトラブル、金銭貸借のトラ
ブル、その他日常生活における困りごと等
▼相談員
　田子町人権擁護委員　三上　佑藏、川上　幸子
※相談内容については秘密を守ります。
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■
消
防
署
コ
ー
ナ
ー

●
平
成
23
年
中
の

　

火
災
と
救
急
・
救
助

★
平
成
23
年
中
の

田
子
町
に
お
け
る

火
災
件
数
は
３
件

（
建
物
２
件
、
車

両
１
件
）、
救
助

出
動
件
数
は
１
件
（
高
所
）、

救
急
出
動
件
数
は
２
８
４
件

（
主
な
内
訳
は
急
病
１
９
３
件
、

転
院
搬
送
47
件
、
そ
の
他
は
44

件
）
で
、
２
７
６
人
の
方
が
搬

送
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
で
の
救
急
搬
送
が
16

件
、
ド
ク
タ
ー
カ
ー
の
出
動
要

請
が
４
件
あ
り
ま
し
た
。

★
当
地
方
は
こ
れ
か
ら
も
空
気

が
乾
燥
し
、
寒
い
日
が
続
き
ま

す
の
で
、
火
の
取
扱
い
に
は
十

分
注
意
し
、
火
災
の
な
い
田
子

町
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

▼
三
戸
消
防
署　

田
子
分
署

情報スクランブル

■
警
察
署
コ
ー
ナ
ー

●
高
齢
者
の
た
め
の

　

交
通
安
全
10
の
心
得

一　

カ
ー
ブ
や
見
通
し
の
悪
い

危
険
な
場
所
は
渡
ら
な
い

二　

信
号
の
あ
る
場
所
で
渡
る

三　

渡
る
前
に
右
、
左
を
し
っ

か
り
確
認

四　

斜
め
に
横
断
を
し
な
い

五　

横
断
中
も
周
囲
に
目
配
り

六　

遠
く
に
い
て
も
車
は
速
い

七　

夜
の
外
出
、
忘
れ
ず
反
射
材

八　

酒
に
酔
っ
た
ら
外
出
、
歩

行
を
避
け
る

九　

交
差
点
、
一
時
停
止
場
所

で
は
し
っ
か
り
確
認

十　

早
め
に
ラ
イ
ト
点
灯
し
、

反
射
器
も
き
れ
い
に

●
振
り
込
ま
な
い
で
！　

オ
レ

オ
レ　

融
資
保
証　

架
空
請
求

　

振
り
込
め
詐
欺
被
害
が
相
変

わ
ら
ず
続
い
て
い
ま
す
。
振
り

込
む
前
に
一
考
、
誰
か
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

“
絶
対　

振
り
込
ま
な
い
で
”

▼
三
戸
警
察
署

　

田
子
警
察
官
駐
在
所

編
集
後
記

　

１
月
15
日
、
田
子
町
長
選
は
史
上
ま

れ
に
見
る
大
接
戦
の
末
、
１
９
５
２
票

の
期
待
を
背
負
い
、
若
き
新
町
長
が
誕

生
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
４
年
間
、
魅

力
あ
る
住
み
よ
い
町
づ
く
り
の
た
め
に

対
話
を
重
視
し
て
「
町
民
全
員
参
加
の

町
政
」
を
目
指
し
、
掲
げ
た
公
約
の
実

行
・
実
現
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

し
て
く
だ
さ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

２
０
１
２
年
は
辰
年
。
辰
年
生
ま
れ

の
性
格
を
調
べ
て
み
た
と
こ
ろ
、「
お
お

ら
か
で
知
識
欲
が
旺
盛
で
あ
り
、
夢
や

冒
険
に
あ
こ
が
れ
る
ロ
マ
ン
チ
ス
ト
。

行
動
力
が
あ
り
社
交
的
で
、
多
く
の
人

か
ら
好
意
を
持
た
れ
る
。
辰
は
天
に
昇

る
こ
と
か
ら
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
素

質
も
備
え
て
い
る
」
と
あ
り
ま
し
た
。

く
し
く
も
新
町
長
も
「
年
男
」
の
よ
う

で
す
。

　

昨
年
は
忘
れ
ら
れ
な
い
、
忘
れ
て
は

い
け
な
い
激
動
の
年
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
昨
年
の
よ
う
な
大
災
害
が
起
こ

ら
な
い
よ
う
、
心
穏
や
か
に
幸
せ
に
暮

ら
せ
る
よ
う
、
切
に
願
い
ま
す
。

（
広
報
担
当　

Ｋ
・
Ｈ
）

寝
屋
に
ま
で
香
り
運
ぶ
月
下
美
人
夢
に
妖
し
き
白
い
花

の
精 

柳
田
麗
子

変
り
な
く
普
通
の
暮
し
出
来
る
こ
と
幸
せ
と
す
る
老
人

ホ
ー
ム
で 

山
本
静
枝

黎
明
に
水
清
け
れ
ば
魚
棲
ま
づ
と
岩
魚
山
女
は
清
流
と
き

け
ど 

新
井
田
衣

あ
ざ
や
か
に
季と

き節
来
れ
ば
咲
く
彼
岸
花
墓
に
そ
な
ふ
れ
ば

赤
と
ん
ぼ
舞
ふ 

貝
守
多
恵

テ
レ
ビ
に
て
映
れ
る
海
の
景
色
見
て
旅
せ
る
若
き
日
な
つ

か
し
き
か
な 

山
本
静
枝

霜
月
の
半
ば
と
言
ふ
に
も
ふ
届
く
辰
年
暦
に
予
定
書
き

込
み 

貝
守
多
恵

た
ま
さ
か
の
秋
晴
れ
の
も
と
一
時
間
の
稲
刈
り
終
り
秋

あ
き
あ
か
ね茜

舞
ふ 

新
井
田
衣

一
枚
づ
つ
剥
が
し
て
残
り
一
枚
と
な
り
た
る
暦
希ゆ

め望
を
探

そ
ふ 

柳
田
麗
子

タプコピアン文芸
タプコプ短歌会（代表　柳田麗子）

短
歌

Ｈ22 Ｈ23 増減

火災発生件数 1 3 +2

救助出動件数 2 1 -1

救急出動件数 287 284 -3

ﾄﾞｸﾀｰﾍﾘでの
救急搬送件数 21 16 -5

ﾄﾞｸﾀｰｶｰの
出動要請件数 2 4 +2
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●
楽
し
か
っ
た
う
ど
ん
作
り
！

　

園
児
に
わ
か
り
や
す
く
工
夫

し
な
が
ら
、
食
育
に
つ
い
て
い

ろ
い
ろ
学
習
し
て
き
ま
し
た
。

　

２
学
期
に
は
、
祖
父
母
と
楽

し
く
過
ご
す
こ
と
を
目
的
に

「
う
ど
ん
作
り
」
を
し
ま
し
た
。

古
田
学
校
栄
養
士
の
『
日
本
の

食
文
化
』
等
の
出
前
授
業
を
あ

わ
せ
て
勉
強
し
、「
う
ど
ん
踏

み
」
を
楽
し
く
体
験
。
で
き
た

て
の
う
ど
ん
を
、お
じ
い
さ
ん
、

お
ば
あ
さ
ん
と
お
い
し
く
い
た

だ
き
、
食
育
に
関
心
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
自
分
の

お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
に

甘
え
た
り
ふ
れ
あ
う
こ
と
が
で

き
、
う
ど
ん
の
お
い
し
さ
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
と
て
も
充
実

し
た
、
思
い
出
に
残
る
時
間
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

お
母
さ
ん
方
に
、「
お
い
し
か

っ
た
」「
楽
し
か
っ
た
」
と

い
う
お
土
産
話
を
持
ち
帰

る
と
、「
今
度
は
是
非
、
私

た
ち
も
！
」
と
お
母
さ
ん

方
か
ら
要
望
が
あ
が
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
冬
休
み

中
に
親
子
う
ど
ん
作
り
と

お
正
月
遊
び
を
計
画
し
ま

し
た
。
き
っ
と
、
楽
し
く

遊
び
ふ
れ
あ
い
、
親
子
の

時
間
を
充
実
さ
せ
、
食
へ

の
関
心
を
さ
ら
に
深
め
て

く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

（
原
稿
・
画
像
提
供　

田
子
幼
稚
園
）

学
校
の
話
題
　 

田
子
幼
稚
園

誕生

●髙沢妃
ひなの
希（孝弘・愛理）／飯豊

※（　）内はご両親、“／”のあとは行政区です

結婚
●山本善勝（根渡）
　内條真紀子（茂市）
●赤牛一茂（杉本）
　橋本里未（下田子）

お悔やみ
●山目勝衛（84歳）上相米
●小笠原とき（84歳）上野
●山本ふぢゑ（88歳）上野
●佐野仁太郎（92歳）袖平
●宮村正二（56歳）矢田郎
●北村文枝（80歳）南風張
●　個人情報保護のため掲載を省略しています
●　個人情報保護のため掲載を省略しています
●　個人情報保護のため掲載を省略しています
●　個人情報保護のため掲載を省略しています
※（　）内は享年、（　）のあとは行政区です

町
の
人
口

平
成
23
年
12
月
31
日
現
在

世帯数／2249（＋１）
人口／6525（−13）
男／3131（−９）
女／3394（−４）

（　）内は前月比です
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TCV（田子町ケーブルテレビジョン）からのお知らせ

●2月1日（水）
　乳児健診（せせらぎの郷）午前9:30〜11:30
●2月2日（木）
　なんとかしてやせる教室
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後1:00
　体も心も軽くなる教室
　（せせらぎの郷）午後1:00〜2:00
●2月3日（金）
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00〜午後2:00
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30〜3:30
●2月6日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後2:00
●2月8日（水）
　こども健診（せせらぎの郷）午前9:30〜11:30
●2月9日（木）
　デイケア（せせらぎの郷）午前9:30〜午後1:00
　なんとかしてやせる教室
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後1:00
　体も心も軽くなる教室
　（せせらぎの郷）午後1:00〜2:00
●2月10日（金）
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00〜午後2:00
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30〜3:30
●2月13日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後2:00
●2月15日（水）
　個別接種（せせらぎの郷）午前9:30〜10:00

●2月16日（木）
　血管若返り教室
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後1:00
　体も心も軽くなる教室
　（せせらぎの郷）午後1:00〜2:00
●2月17日（金）
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00〜午後2:00
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30〜3:30
●2月20日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後2:00
●2月22日（水）
　個別接種（せせらぎの郷）午前9:30〜10:00
●2月23日（木）
　デイケア（せせらぎの郷）午前9:30〜午後1:00
　血管若返り教室
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後1:00
　体も心も軽くなる教室
　（せせらぎの郷）午後1:00〜2:00
●2月24日（金）
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00〜午後2:00
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30〜3:30
　なるほど500キロカロリー教室
　（せせらぎの郷）午前11:00〜午後1:00
●2月27日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後2:00
●2月29日（水）
　個別接種（せせらぎの郷）午前9:30〜10:00

◎サポートセンター　☎０１２０−５５７−７５９
　テレビの映りが悪い、一部のチャンネルが映らない、
　加入の申込・変更・廃止、ケーブルの移設などの際にご連絡ください。

◎故障受付　☎０１２０−２６２−７５０
　テレビが全く映らない、などの故障時にご連絡ください。

2月の主な保健・介護予防事業予定表


